
令和８年６月４日（木） 18：30～
浪速区役所 ７階会議室

教育員会事務局 浪速区教育担当

浪速区役所 市民協働課

第１回
栄・大国・敷津小学校
難波中学校・木津中学校
学校適正配置検討会議
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改訂版



学校再編整備計画の概要

▪ 対象校

小学校（栄・大国・敷津）
→栄小学校の校地を活用

中学校（難波・木津）
→難波中学校の校地を活用

▪ 統合時期

小・中学校ともに
令和14年４月
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栄・大国・敷津小学校の児童数・普通学級数 令和７年5月1日時点

栄小学校
児童数 学級数 １年 2年 3年 4年 5年 6年

204人 8学級 42人 28人 45人 24人 30人 35人

大国小学校
児童数 学級数 １年 2年 3年 4年 5年 6年

101人 6学級 15人 6人 19人 17人 19人 25人

敷津小学校
児童数 学級数 １年 2年 3年 4年 5年 6年

56人 4学級 6人 9人* 7人* 5人* 12人* 17人

難波・木津中学校の生徒数・普通学級数 令和７年5月1日時点

難波中学校
生徒数 学級数 1年 2年 3年

314人 9学級 99人 104人 111人

木津中学校
生徒数 学級数 1年 2年 3年

112人 4学級 39人 26人 47人

＊複式学級



これまでの経過と今後の進め方
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【R5～R6】学校再編にかかる検討

【R6～R7】学校再編整備計画案
の作成

【R7】学校再編整備計画案
の上程

【R7】学校再編整備計画の公表

学校適正配置

学校設置条例改正
（市会議決）R13.2頃

現在

教育委員会が学校現況調査（5月1日現在）及び
住民基本台帳からの未就学児データから作成した
推計により、適正配置対象校を区分。
区分した適正配置対象校を区担当教育次長へ報告
〇規則第３条各号に区分

区分された適正配置対象校の学校再編整備計画案
を作成（計画の内容：実施時期、実施後の所在地、
学級数・児童生徒数の推移・見込み、実施方法、
施設の整備計画、通学路及び通学路の安全対策）
〇条例第16条5項、規則第4項、第5条

教育委員会会議による承認

【R8～R13】学校適正配置検討会議

教育委員会会議による承認（R12.12頃）＜意見聴取事項＞
学校名案、校章、校歌、標準服、
通学路など

令和７年３月に説明会を開催しま
した。

いただいたご意見等を可能な限
り学校再編整備計画案に盛り込
みました。



検討会議について（開催要綱より）

目的（第１条） 聴取事項（第2条） 会議のメンバー（第３条） 会議内容の公表（第8条）

↓
保護者や地域住民等
の意見を聴くこと

↓
（１）再編整備計画
（２）学校名案、校章、
校歌、標準服、
その他必要な事項

※ただし、学校跡地の活用、地域防災拠点機能や
地域コミュニティー機能に関すること等の検討は、この検討会議では扱いません

↓
（１）各校在籍児童生徒の保護者
（２）各校通学区域の地域住民

ほか

↓
日時・場所・出席者
意見聴取内容

ほか
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★ポイント★

統合の可否を議論する
会議ではありません。



検討会議の構成メンバーについて（補足）

▪構成 ：小学校（栄、大国、敷津）・中学校（難波、木津）
 の保護者、地域住民、学校協議会の構成員

▪役割 ：ご意見を聴かせてください
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会議の開催について（補足）
▪ 頻  度：年３回程度を想定

（毎会議後に日程調整のうえ次回開催日を決定）

▪ 出席者 :検討会議メンバー（小学校９名、中学校17名）

▪ 事務局／オブザーバー： 区役所職員／各校の学校長、教育委員会事務局職員など



検討会議でご意見を
お聴きする事項

（１）学校再編整備計画

（２）学校名案、校章、校歌、標準服、

その他必要な事項※

↓

※通学路の安全対策、開催頻度など

「開催頻度」について事務局からの提案
・学期に１回 年３回程度の開催
・第２回以降は、小学校・中学校合同開催ではなく、
単独開催ではあるが、開催日は同日に行う
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学校名案の検討手法
・公募の有無
・多数決の場合の地域間の補正

通学の安全確保や通学にかか
る負担の軽減については、
学校名案と連動しないが、

周辺の建造物や交通状況が影
響するため、検討開始時期は
考慮する必要がある

これらの検討項目は、
 学校名案と連動するため、
 令和１０年度以降に検討開始予定

検討の進め方について（案）

Ⅰ学校名案 Ⅱ校章 Ⅲ校歌 Ⅳ標準服 Ⅴ通学路
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検討会議意見聴取項目及び
スケジュール案

年度
回次

R8
① ② ③

R9
④ ⑤ ⑥

R10
⑦ ⑧ ⑨

R11
⑩ ⑪ ⑫

R12
⑬ ⑭ ⑮

R13
⑯ ⑰ ⑱

R14

学校名案
決定方法検討
・決定

学校名案決定

新
校
開
校

校章

校歌

標準服

通学路の
安全対策

通学路
点検

予算
要求

安全対策
設計・工事

その他 教育委員会
会議

市会
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①一般公募 ②検討会議メンバーによる提案 ③行政による提案

令和14年度 開校

学校名案の検討手法（例）
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◎絞り込みを行った学校名案について、生徒（児童）による投票を実施
≪児童生徒が自分たちの学校に愛着を持てるよう、主体的に関わる機会として位置づけ≫

学校名案を提案

区ホームページ等により募集

必要に応じて検討会議メンバーより意見聴取のうえ、６案程度まで絞り込み

区長から学校名案を提案
公募条件の例

Ａ校内のみ ｏｒ Ｂ一般（外部）

※本市の過去の事例を参考に作成

◆【投票結果】新しい学校名案を決定

◆校歌・校章・その他必要な事項に関する検討



統合前 ①公募 ②検討会議による提案 ③行政による提案 合計

小
学
校

2校→1校 ４ ２ ８

183校
→

１校 １ ２

２校 １
中学校

（2校→１校） １ １
その他

（小４校・中１校が
義務教育学校１校へ）

１ １

合計 ６ ３ 11 20

参考：大阪市立学校の事例における学校名案の決定手法（H26～R11）
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※本市の公表事例（予定を含む）をもとに当区で調査。
※手法が複数にわたる事例は当区の判断で振分け。



その他
▪ 学校適正配置検討会議メンバー名簿

▪ 学校適正配置検討会議開催要綱

▪ 検討会議に関する連絡方法について
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